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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月6日(2009.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の入力面及び第１の出力面を有する第１の入力長斜方形サブアセンブリであって、
第１の振幅分割無偏光界面が内部に配置される、第１の入力長斜方形サブアセンブリと、
　第２の入力面及び第２の出力面を有する第２の入力長斜方形サブアセンブリであって、
第２の振幅分割無偏光界面が内部に配置される、第２の入力長斜方形サブアセンブリと、
　少なくとも第１の面、第２の面、及び第３の面を有し、且つ、内部に配置される偏光ビ
ームスプリッタ界面を有する、偏光ビームスプリッタサブアセンブリと、
を備え、
　前記第１の入力長斜方形サブアセンブリの前記第１の出力面は、前記偏光ビームスプリ
ッタサブアセンブリの前記第１の面に取り付けられ、前記第２の入力長斜方形サブアセン
ブリの前記第２の出力面は、前記偏光ビームスプリッタサブアセンブリの前記第２の面に
取り付けられ、前記第１及び第２の入力長斜方形サブアセンブリならびに前記偏光ビーム
スプリッタサブアセンブリは、第１の周波数を有する第１のビーム及び第２の周波数を有
する第２のビームが、空間的に分離された状態で、それぞれ前記第１の入力面及び前記第
２の入力面を通って前記干渉計アセンブリに入ることを可能にするように構成され、且つ
、互いに取り付けられ、前記第１の振幅分割無偏光界面及び前記第２の振幅分割無偏光界
面は、前記第１のビーム及び前記第２のビームをそれぞれ分割する、干渉計アセンブリ。
【請求項２】
　第１の入力面を有する第１の４分の１波長板をさらに備えている、請求項１に記載の干
渉計アセンブリ。
【請求項３】
　前記第１の４分の１波長板の前記第１の入力面が、前記偏光ビームスプリッタサブアセ
ンブリの前記第３の面に取り付けられている、請求項２に記載の干渉計アセンブリ。
【請求項４】
　第２の入力面を有する第２の４分の１波長板をさらに備えている、請求項１に記載の干
渉計アセンブリ。
【請求項５】
　シングルパス干渉計として動作するように構成されている、請求項１に記載の干渉計ア
センブリ。
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【請求項６】
　デュアルパス干渉計として動作するように構成されている、請求項１に記載の干渉計ア
センブリ。
【請求項７】
　３つ以上の光軸を有する干渉計として動作するように構成されている、請求項１に記載
の干渉計アセンブリ。
【請求項８】
　測定ビーム及び基準ビームのうちの少なくとも１つを反射するための少なくとも１つの
キューブコーナーをさらに備えている、請求項１に記載の干渉計アセンブリ。
【請求項９】
　干渉計アセンブリを作製する方法であって、
　第１の入力面及び第１の出力面を有する第１の入力長斜方形サブアセンブリを設けるス
テップであって、第１の振幅分割無偏光界面が前記第１の入力長斜方形サブアセンブリ内
に配置される、ステップと、
　第２の入力面及び第２の出力面を有する第２の入力長斜方形サブアセンブリを設けるス
テップであって、第２の振幅分割無偏光界面が前記第２の入力長斜方形サブアセンブリ内
に配置される、ステップと、
　少なくとも第１の面、第２の面、及び第３の面を有し、且つ、内部に配置された偏光ビ
ームスプリッタ界面を有する、偏光ビームスプリッタサブアセンブリを設けるステップと
、
　前記第１の入力長斜方形サブアセンブリの前記第１の出力面を前記偏光ビームスプリッ
タサブアセンブリの前記第１の面に直接取り付けるステップと、
前記第２の入力長斜方形サブアセンブリの前記第２の出力面を前記偏光ビームスプリッタ
サブアセンブリの前記第２の面に直接取り付けるステップと、
を含み、
　前記第１及び第２の入力長斜方形サブアセンブリ及び前記偏光ビームスプリッタサブア
センブリは、第１の周波数を有する第１のビーム及び第２の周波数を有する第２のビーム
が、空間的に分離された状態で、それぞれ前記第１の入力面及び前記第２の入力面を通っ
て前記干渉計アセンブリに入ることを可能にするように構成され、且つ、互いに取り付け
られ、前記第１の振幅分割無偏光界面及び前記第２の振幅分割無偏光界面は、前記第１の
ビーム及び前記第２のビームをそれぞれ分割するように構成される、方法。
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